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訪日観光がもたらす観光空間の創出
― 脱文脈化する日本の風景 ―

 Fragmented Images of Culture and the Construction of Tourist Spaces in Japan 
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Abstract: This paper examines the de-contextualisation of the histories and the cultures of 

destinations in contemporary tourist spaces. First, I consider the significance of the construction 

of global tourist spaces as a tourism industry practice in Japan. Second, I discuss the inscription 

of fragmented histories and cultures into material designs by analysing the example of The 

Ryokan Tokyo YUGAWARA, which offers accommodation to inbound tourists to Japan. 

Throughout the discussion, the paper suggests that examining the production of new tourist 

spaces in Japan can help to provide a new understanding of Asian tourism practices as a 

component of a global cultural phenomenon.  
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Ⅰ　はじめに　

訪日外客数は順調に伸び , 2018年1月16日に発
表された日本政府観光局資料によると，2017年
の訪日外客数は1964年以降で最多の2,869万人
（前年比19.3%）となった1)．同時に急増する訪日
外国人旅行者を受け入れるために，宿泊施設の整
備，多文化・多言語対応へのサービス強化が国内
では進行している．

多様な社会文化的な背景を持つ訪日外国人旅行
者の受け入れ対策は，日本の観光サービスのグ
ローバル化とも理解できる．しかしながら，ここ
でいうグローバル化とは，欧米を起点とした価値
観，規範，文化様式，さらには欧米式の観光形態
を見本としそれを日本が受容していくプロセスと
して理解することではない．むしろ，複数形で語
られる「グローバリゼーションズ」2)（三尾・床
呂 2012）を前提として，「政治，経済，社会，文
化でおこっているさまざまな事象の越境的過程」
（伊豫谷 2002: 34）が脱中心的に発生している状
況として訪日観光を取り巻く「グローバル化する
社会」を理解する必要がある．ただし，グローバ
ル化が進行したといっても国家やローカルな規範
やルールが消滅したわけではない．むしろ，東
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（2017）が指摘するように現代社会を，「政治」や
「国家」という用語が示すナショナルな秩序と
「経済」や「市民社会」という用語が示すグロー
バルな秩序が交差することなく同時並存する社会
だと認識すると，消費に基づく観光の空間には後
者の秩序原理が適用されることが導かれるであろ
う．
この前提に立ち，グローバリゼーションの一潮
流としての「日本化（Japanization）」に着目しな
がら3)，グローバゼーションの中の訪日観光者の
特性把握を行ってきたが（Yasue and Murakami 

2013, 村上・井上・安江 2014, 安江 2014），本稿
では増加する訪日外国人旅行者を受けて，国内観
光（地）において発生している空間変容に目を向
けていきたい．
「日本化」とは，日本国外で発生する消費の文
化的現象を指しているが4)，世界規模で広がる
「日本化」現象，ひいては日本の消費文化がプッ
シュ要因として日本国外の人々の観光動機ならび
に国境を越える観光行動に影響を与えていること
は想像に難くない．ただし，観光現象が観光地で
ある受け入れ地域の住民・自治体，観光産業，観
光者との相互作用によって成立するものである限
り，近年の訪日外国人旅行者の増加とそれに対応
しようとする観光産業の動きは，日本の観光を取
り巻く文化・社会的実践に影響を及ぼすはずであ
る．言い換えると，訪日外国人対応の観光産業側
の実践を見ることは，世界規模での国境を越える
行動がもたらす日本国内への社会的・文化的なイ
ンパクトをひもとく一助となるであろう． 

以上のような問題意識の下，本稿では，訪日外
国人旅行者をターゲットとして開業された宿泊施
設を事例としながら，観光空間の作り手である宿
泊施設側が有する空間形成への意図とその性質を，
施設の外観・内装などの空間的特徴を取り上げな
ら考察していく．本稿では，事例で取り上げるよ
うなエンターテイメント性の高い観光空間の形成
を訪日外国人という他者のまなざしを意識した日
本の観光産業側の社会的実践として捉えていく．
これは，近年，欧米中心主義の観光研究の歴史と
実践を批判的に受けとめようとする要請に応えよ
うとするものであり（Winter, et al 2008, Winter 

2009），アジアの観光文化の研究蓄積の必要性を
訴える立場に呼応するものでもある．

Ⅱ　グローバルな観光空間とは何か

グローバル化が進行する現代社会は，「均質化」
あるいは「フラット化」（フリードマン 2006）が
進行していると言われる．国内の都市論及び消費
社会論においても均質化する都市の景観はレルフ
が言うところの場所性（レルフ 1999）を持たず，
既存の文化様式や規範を解体する資本主義やグ
ローバリズムの反映として否定的な扱いを受けて
いる（例えば，三浦 2004の「ファスト風土化」
論）．
一方で，グローバル化が進行することを肯定的
に捉える視座も提示され始めている．東浩紀と大
山顕の対話は国外のグローバルな商業空間，特に
ショッピングモールを通じた世界水準での同質性
の浸透の意義を指摘するものであり（東・大山 

2016），グローバル化が進行する社会において観
光空間の意味について示唆を与えてくれる．東・
大山の対話を手掛かりとし，安江・村上（2016）
では，グローバルな商業空間の文化論的解釈を試
み，タイにおける日本をテーマにしたショッピン
グモールでは，特定の文化が支配的な位置に立つ
ような文化的不均衡が発生しづらい「フラット」
な状況であることを指摘した．それは，特定の文
化的背景や社会集団のローカルなモノ（例えば伝
統文化）の解釈・評価・構成においては，外部者
による再解釈・再構成の余地が与えられている空
間である．それはフロリダいう「寛容性」のある
空間，つまり多様性や差異が許容される開放的な
場であると解釈可能かもしれない．ただし，
ショッピングモールの空間的特徴として，安全性
の名の下に監視が徹底した「不寛容」性も忘れて
はならない（南後 2013）．このように世界の主要
都市の商業空間に飛び地的に文化的な不均衡から
距離を置いた空間が出現していることがわかる． 

訪日外国人の存在も含めた日本の都市空間分析
をした南後は，2000年代以降の訪日外国人の増
加と彼らのまなざしによって再度渋谷の特権性が
強化された（渋谷の再舞台化）のではないかと述
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べている（南後 2016: 127）．日本（人）の都市空
間に「外国人」という他者の視線が肯定的に注が
れることによって，たとえその視線の価値を日本
人が共有できなかったとしても，渋谷の特権性が
復活したとすれば，他者の視線が日本の都市空間
の意味づけに大きな役割を果たしていることが示
唆される．南後の渋谷の分析をまとめると，外国
人も魅了する都市空間の特徴として，大人数を収
容する物理的特性としての規模，異質性を受け入
れる寛容性，さらには情報空間への接続性があげ
られている．ここでいう情報空間への接続とは，
ウェブやSNSを含むインターネット上での他者
との「見る・見られる」の関係への広がりを意味
する．
グローバルな都市空間の特徴を整理すると，文
化的な不均衡が発生しがたく，量を収容可能とす
る物理空間性，異質性を許容する寛容性と監視と
秩序をコントロールするための不寛容性，他者と
のつながりを意識したインターネットへの接続と
いう情報空間性といえる．
次節では，上述の視点を参考に，訪日外国人旅
行者をターゲットとした宿泊施設を事例として，
「日本」というローカルな文化イメージを元手に
形成された観光空間の分析を行う．

Ⅲ　The Ryokan Tokyo YUGAWARA　　

本稿では，2016年3月に神奈川県足柄下郡の湯
河原温泉に開業した旅館「The Ryokan Tokyo 

YUGAWARA」（以下，The Ryokan）を事例と
する．企業の保養所であった施設を改装し，訪日
外国人をターゲットした宿泊施設として開業され
た5)．客室は，和室が11室と14床のベッドを配
した相部屋が1室である．その他の付帯施設は，
大浴場，シャワーブース，飲食空間としてカ
フェ・レストラン・バー，着物やアニメの衣装を
着用できる「コスプレルーム」である．
本事例としてのThe Ryokanの特徴は，日本の

「伝統文化」や有名観光地の景色を外観と内装に
取り入れ，日本の温泉観光地のイメージとは異な
る風景を創出した点である（図1参照）．外観に
おいては，京都の伏見稲荷大社をイメージさせる

旅館入り口，枯山水風の庭園，門松（訪問時は
2017年7月），玄関に入ると浅草・雷門をイメー
ジさせる赤提灯と凧が飾られている．ロビー周辺
のパブリックスペースには，富士山，東京タワー，
白川郷などの日本の代表的な観光地の景色を写し
たパネルが設置されている．次に，客室の内装と
して目に引くのは和室の襖絵に使用された葛飾北
斎や歌川広重の浮世絵の絵柄である．もちろん，
通常の多言語サービスも行われている．また，客
室や浴場，廊下には訪日外国人向けの外国語によ
る説明書やピクトグラムが設置されている．客室
には布団の敷き方や浴衣の着用の仕方等の解説用
文書が設置されている．
視覚的に日本の「伝統文化」を配置するだけで
はなく，施設内には文化体験の場としての空間作
りも意図的になされている．客室に続く廊下の一
角に，駒，習字道具などを置いたスペースが用意
され，「コスプレルーム」同様に気軽に宿泊者が
「日本文化体験」をできるような物理空間が用意
されている．
情報空間への目配りも忘れてはいない．「外観
はSNSに投稿されることも考え，写真映えする
ような見栄えにしている」6)と女将のインタ
ビューにあるように，常に施設での滞在経験がイ
ンターネット上のSNSを通じて他者と接続でき，
共有できる関係が維持されるようになっている．
また，The Ryokan の開業時はレストランで
あった付帯施設は，2017年2月にカフェとしてリ
ニューアルオープンされた．施設内では豆腐作り
体験などの文化体験活動も企画されている．カ
フェ利用や文化体験活動においては，宿泊客の利
用に限らず，日帰り客，地元住民による利用もあ
るため7)，訪日外国人旅行者をターゲットとしつ
つも，The Ryokan の空間が日本人宿泊者や地域
住民にも利用されていることがわかる．
次に，この宿泊施設の外観と内装について，作
り手の意図をみていこう．
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図1　The Ryokan Tokyo YUGAWARA
（著者撮影）

インバウンドをターゲットに，デザイン，食
事，アクティビティを作っていきました．ポ
イントはマーケティング志向でデザインや
ソフト面を構築したこと．観光庁の統計な
ど，訪日外国人を対象とした各種調査を基
に，外国人に人気の観光地や料理などを取
り込みました．日本人からすると統一感の
ない雑多な印象を受けるでしょうが，初め
て日本を訪れる外国人にはいずれも日本を
イメージさせるアイテム．違和感なく受け
入れられるだろうと考えました．（代表取締
役へのインタビュー記事より）8)

　
インタビュー記事から，訪日外国人から見たイ
メージしやすい「日本」を施設側が意図的に作り
だそうとしていることは明らかである．ここには
2つのまなざしが並存していることがうかがい知
れる．1つは「日本人からすると統一感のない雑
多な印象を受けるでしょう」とあるように本事例
に向けられる「日本人としてのまなざし」である．
もう1つは，「初めて日本を訪れる外国人にはい
ずれも日本をイメージさせる」とあるように想定
される宿泊者の「訪日外国人のまなざし」である．

ここでいう「訪日外国人のまなざし」とは，「訪
日外国人のまなざし」そのものではなく日本の観
光産業側に内在する「訪日外国人から見た日本へ
のまなざし」である．
観光の場面において，複数の主体が他者のまな
ざしを意識しながら景観やイメージを形成してい
くのは珍しいことではない（例えば，塙幸枝 

2015）．むしろ，観光の場面に限らず，東（2017: 
50）が述べるように「いまはあらゆる場所が，観
光客の視線を内面化し，街並みやコミュニティを
つくるように変わって」いるのである．したがっ
て，本事例のThe Ryokan の空間に注がれている
のは，「訪日外国人から見た日本」ではなく，「訪
日外国人のまなざしを内在化する日本人のまなざ
し」と「統一感のない雑多な印象を受けると想定
される日本人のまなざし」という，いわば重層化
したまなざしと言えるだろう．次節では，この施
設の作り手側に内在化した「訪日外国人のまなざ
し」の性質を考察していく．

Ⅳ　脱文脈化する観光の風景　

The Ryokanの外観・内装から言えるのは，こ
の空間に向けられたまなざしは地域のローカルな
歴史や文化を総合的に捉えようとするものではな
く，社会・歴史的な文脈から切断され，断片化さ
れた日本文化のイメージに注がれているというこ
とである．以下ではこの事例の観光空間のように
著名な景色や事物など，「日本文化」や「日本の
風景」の断片が，本来の意味や文脈とは無関係に
施設の外部と内部に切り貼りされている状況を
「脱文脈化」（山口 2010）の視点から解釈を試み
る．
歴史社会学者の山口誠（2010）は，2000年代
以降の若者の海外旅行離れの要因を探る中で，若
者の海外旅行の「脱文脈化」を指摘している．観
光地の歴史や生活文化ではなく，「買い物」と
「グルメ」に多くの紙幅を当てるカタログ型ガイ
ドブックが提示する海外旅行の隆盛は，そのまま
読者である潜在的な観光者に「旅先の日常生活の
文脈と接点を持たない」旅を推し進めてきたと述
べる（山口 2010: 220）．この脱文脈化とは，観光
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地の文化や歴史などの複雑かつ多様な歴史的・文
化的背景が捨象されていくプロセスであり，観光
地に向けられるまなざしの性質の変化を表してい
る．
本事例が示すのは，訪日外国人旅行者を受け入
れる国内の観光産業側の実践（宿泊施設の設計・
デザインはその一例である）における脱文脈化の
発生である．すでに現代社会では，地域の重要な
観光資源とも言える「歴史」や「文化」は，その
土地やローカリティと密接に接続しているわけで
はなく，容易に切断可能なものに成り代わってい
る．このような性質を持つ風景は，他者の存在が
感じられない，強制的な反復を感じさせる「ポッ
プの風景」（林 2015）と言えるのかもしれない．
ただし，それは，訪日外国人が「日本文化」を断
片化するまなざしを獲得しているということでは
なく，日本の観光産業側に脱文脈化するまなざし
が獲得されていることを示している．言い換える
と，日本の観光産業の中の「外国人がむける日本
へのまなざし」に「脱文脈性」の構成的な力が内
在していると考えられる．
事例で扱ったThe Ryokan の空間形成には，2

つのまなざしが並存していることは前述したが，
それは翻って，複数のまなざしの存在を許容する
空間であることを示唆している．それは本事例が
訪日外国人だけでなく，日本人の利用者にも受容
されていることからも示唆される．すなわち，一
見エンターテイメント性の高いThe Ryokanは，
特定のまなざしが排他的かつ支配的に存在する空
間ではなく，まなざしの多様性を許容する空間と
考えることができる．これはⅡで示したように，
事例の観光空間が文化的な不均衡が発生しがたく，
「寛容性」を有する空間だと解釈することができ
るだろう．
このような多様なまなざしの存在が観光空間に
おいて発生することはどのように解釈できるだろ
うか．ここでは東（2017）が指摘する観光客特有
の「無責任さ」をヒントに検討してみたい．観光
客の「無責任さ」とは，オタクたちの「二次創作」
行為と観光客の共通点としてあげられている以下
のような行為である．それは「観光地に来て，住
民が期待した楽しみ方とは全く別の形で楽しみ，

そして一方的に満足して帰る」観光客のあり方で
あり，観光地の好きな箇所だけを自由に消費し
帰っていく観光客の行動様式を指す（東 2017: 
45-6）．
さらに東は，「無責任」な観光客と観光地の住
民との対立的関係を，二次創作を志向するオタク
と（オタクが愛好する作品の）原作者ならびに原
作の世界観を優先する愛読者集団（「原作厨」と
呼ばれる）との関係に重ね合わせて以下のように
説明する．

この原作厨の抵抗は，観光地の住民が，観
光客の想像に対して抱く違和感と同じ構造
をしている．例えば，日本に短期滞在した
外国人が，「ゲイシャ」「フジヤマ」「アキハ
バラ」ばかりに注目し，写真を撮り帰って
いくとする．彼らの写真は，日本に住むぼ
くたちからすれば，多様な現実のなかから
彼らが好むイメージだけを取り出した，い
わば「日本の二次創作」にすぎない．ぼく
たちはそれを「日本についてなにもわかっ
ていない」と笑う．（東 2017: 46-47）

 　
もちろん，訪日外国人旅行者が東の記述のような
二次創作的行為や「無責任さ」を必ずしも発揮し
ているわけではない．ここで重要なのは，観光客
側は常に，「二次創作の想像力」（東2017: 47）を
有した存在であることである．さらに言うと，そ
れは観光客だけに内面化されるものではなく，本
事例が示したように，日本の観光産業側にも内面
化されつつあるものであろう．これから言えるこ
とは，歴史的・社会的文脈から切り離され断片化
された風景を楽しむ行為の主体は，国籍で区別さ
れるわけではない，ということである．むしろ，
二次創作的行為のように文化の消費の仕方によっ
てカテゴライズされる必要があるのだと考えられ
る．

Ⅴ　おわりに

本稿では，訪日外国人旅行者をターゲットとし
た宿泊施設が作り出す観光空間を事例として，現



—　14　—

立教大学観光学部紀要　第20号　2018年3月

在の日本の観光産業側に内在する「訪日外国人か
ら見た日本のまなざし」の存在を指摘した．その
まなざしが注がれる空間が映し出すのは，ローカ
ルな「歴史」や「文化」が社会的文脈からの切断
された脱文脈化された風景であることが示唆され
た．その風景とは，特定のまなざしが排他的に注
がれる対象ではなく，複数のまなざしが並存し，
コンフリクトや文化的不均衡が発生しがたい寛容
でフラットな場でもあることが示唆された．
今後，観光客や観光産業側に内在する脱文脈化
した二次創作的行為がいかにこれからの国内の観
光空間の変容や創出と結びつくのか，という点を
探求することが重要だと考えられる．そうするこ
とによって，日本の観光客・観光産業側の社会文
化的実践とそのプロセス解明の一助となることを
期すると同時に，日本を含むアジア地域に限らず，
グローバル化する観光の社会文化的実践をひもと
く端緒としていきたい．

付　記

本研究は日本学術振興会・科学研究費補助金・基盤（C）
（課題番号：26360091）の補助を受けている．

謝　辞

ご退職される村上和夫先生には私の立教大学大学院在籍時
より，大変お世話になってきました．大学院を離れた後も
研究者として常に刺激的な議論を交わしていただきました．
また，教育者として様々なご助言をいただいてきました．
ここに記して心より感謝申し上げます．

注

1）	 日本政府観光局「報道発表資料」より
	 https://www.jnto.go.jp/jpn/news/press_releases/
pdf/180116_monthly.pdf	[2018/01/20]．

2）	 三尾・床呂はグローバリゼーションをその性質ごとに
「大文字のグローバリゼーション」「プライマリー・グ
ローバリゼーション」「トランスナショナルなフロー」
の３種類に分類した．本稿で扱う「日本化」は，「脱中
心な，ないしは中心も周辺もなく『今ここ』で多方向
に生成・展開するようなプロセス」である「トランス
ナショナルなフロー」の1つとして扱う．（三尾・床呂
2012:	18-19）

3）		 英語圏で発表された「日本化」と関連する研究や日本
のポピュラーカルチャーの国外での普及に関する研究

と し て，Befu	and	Guidhard-Anguis	2001,	 Iwabuchi	
2002,	Allison	2006,	Goldstein-Gidoni	2010,	Kawamura	
2012,	Yano	2013	などがあげられる．

4）	「日本化（ジャパニゼーション）」は，日本国外から日
本に持ち込まれた製品やサービスあるいは食や音楽等
の文化活動さらには公共施設やその利用規範などが，
日本国内で改良され，再度海外に紹介，普及され各国
の生活を変化させることと定義する．「日本化」の特徴
は，安江	2014，安江・村上	2016	を参照.

5）		 事例の宿泊施設は運営会社の変更に伴い施設名称が
「ザ・リョカン	トーキョー（THE	RYOKAN	TOKYO）」
に変更される．本論文に掲載した内容は，2017	年まで
に収集した資料を基にしている．運営会社変更による
大きな改装は予定されていないと発表されており，2018	
年2	月1	日より再開業予定である．

6）		『月刊ホテル旅館』2017	年4	月号	p48.
7）		 2017年7月9日	宿泊施設従業員からの聞き取りによる.
8）		『月刊ホテル旅館』（代表取締役へのインタビュー記事
より）2017	年4	月号	p48.
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